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「囃子田」の風景 

 

手
に
持
っ
て
い
る
「さ
さ
ら
」
（
竹
の
先
が
割

れ
て
い
る
道
具
）
を
打
ち
鳴
ら
し
て
、
掛
け
声

の
音
頭
を
と
り
ま
す
。 

小
河
内
地
区 

ど
ろ
落
と
し
祭 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
み
く
に
へ
の
慰
問 

 

若
か
り
し
頃
、
早

乙
女
と
し
て
演
じ
て

い
た
人
も
い
ま
す
。 

 

毎
年
五
月
頃
、
田
植

え
が
終
わ
っ
た
時
期
に

行
わ
れ
る
行
事
で
す
。 

「
サ
ン
バ
イ
」
（
音
頭
出
し
） 

団長と早乙女たち 

宮
島
の
千
畳
敷

は
、
ど
な
た
が

建

立

な

さ

れ

た
・
・
・ 

ひ
だ
の
工
の
武

田
が
番
匠
、
秀

吉
様
の
ご
建

立
・
・
・ 

 

小
河
内
地
方
で
は
、
古
く
か
ら
「囃
子

田
」
と
い
う
行
事
が
行
わ
れ
、
「親
う
た
」

「小
う
た
」
「
オ
ロ
シ
」
で
構
成
さ
れ
る
田
植

え
歌
を
囃
し
な
が
ら
、
大
正
末
期
ま
で
田

植
え
を
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 

し
か
し
、
昭
和
に
入
り
、
農
作
業
の
変
化

と
戦
争
の
激
化
に
よ
り
、
昭
和
十
六
年
、

小
河
内
青
年
団
が｢

献
穀
団
」
と
し
て
「
囃

子
田
」
を
行
っ
て
以
降
、
途
絶
え
て
い
ま
し

た
。 

  

昭
和
六
一
年
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員

が
青
年
時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら
、｢

囃 

田
植
え
歌
の
歴
史

は
？ 

「囃
子
田
」
と
は
？ 

小河内田楽団 

 

昔
は
、
田
植
え
の
機
械
な
ど
、
全

く
な
か
っ
た
の
で
、
田
ご
し
ら
え
か

ら
収
穫
ま
で
、
す
べ
て
、
人
の
手
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

特
に
一
本
一
本
苗
を
丁
寧
に
植
え

て
い
く
田
植
え
作
業
は
、
重
労
働
で

あ
っ
た
た
め
、
昔
の
農
民
は
、
「
田
植

え
歌
」
を
歌
い
囃
す
こ
と
で
、
田
植
え

を
楽
し
い
も
の
に
変
え
て
い
っ
た
と

考
え
ま
す
。 

  

ま
た
、
「
囃
子
田
」
に
は
、
も
う
一
つ

の
意
味
が
あ
り
、
「さ
ん
ば
い
」
と
呼

ば
れ
る
田
を
守
る
神
を
迎
え
て
、
先

祖
が
米
作
り
を
大
切
に
考
え
、
豊
作

を
祈
る
儀
式
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 
 

 

「
囃
子
田
」
は
、
「多
く
の
早
乙
女
と

囃
し
方
の
男
性
が
、
歌
・太
鼓
に
従
っ

て
、
一
斉
に
歌
い
、
揃
っ
た
所
作
を
す

る
光
景
で
、
太
鼓
、
す
り
さ
さ
ら
、

笛
や
鉦
で
囃
し
な
が
ら
行
う
「
田
園

行
事
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
の
活
動
は
？ 

 

毎
年
、
地
区
で
行
わ
れ
る
ど
ろ
落

と
し
祭
り
（
田
植
え
が
終
わ
っ
た
後

行
わ
れ
る
行
事
）や
秋
の
収
穫
祭
に

参
加
す
る
ほ
か
、
安
佐
北
区
民
ま
つ

り
、
や
ま
な
み
文
化
祭
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
み
く
に
」
へ
の
慰
問
活

動
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

ま
た
、
地
域
の
行
事
な
ど
に
も
依

頼
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。 

  

練
習
は
、
出
演
す
る
日
の
一
ヶ
月

く
ら
い
前
か
ら
毎
週
一
回
行
い
ま
す

が
、
若
い
人
に
も
、
是
非
、
伝
統
芸

能
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

安佐公民館まつりの様子 

 

現
在
、
団
員
は
、
囃
子
十
七
名
、

早
乙
女
十
五
名
の
三
二
名
で
す
。 

子
田
」
を
披
露
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

「
郷
土
芸
能
を
後
世
に
伝

承
し
よ
う
」
と
い
う
機
運

が
高
ま
り
、
平
成
三
年
に

地
元
の
芸
能
グ
ル
ー
プ
に

よ
っ
て
「
囃
子
田
」
が
復

活
し
ま
し
た
。 

 

そ

の

後
、
小

河

内

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

が
大
太
鼓
、
鉦
な
ど
の
道

具
を
購
入
。
平
成
五
年
、

｢

小
河
内
田
楽
団
」
を
結
成

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。 
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